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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ごみ減量対策推進会議について
　皆さまにお尋ねします。週２回市の生ごみの回収にパッカー車が巡回してきます。
その際に、いつもごみ出しをしておられる方、挙手願います。有難うございました。

　ごみに関心がありますか？あるNPO団体の長に「ごみ減量」について話をさせてほしい
とお願いをしました。ところが、その方はごみ減量等よりもっと考えることが多くあり、
今は関心がないのでと断わられました。ごみの回収は、市の仕事であり、税金を払って
いるのだから当然やってもらっている。タダで回収してくれていると思われていませんか？

　ごみ減量推進対策会議は、大阪狭山市生活環境グループとまちづくり研究会との協働事業で、その報告です。
 まちづくり研究会環境関連分科会の発足の経過を説明いたします。
　私も、平成19年「まちづくり大学第1期」の授業を受けた。卒業後、10月に「まちづくり研究会」を立ち上げ、分野別研究テーマで、5つの分科会を設置。現在も続いています。
　・環境　　・自治　防災　　・福祉　介護　　・教育　文化　　・都市計画　行財政　
　環境関連分科会に入会しました。
環境と言っても自然環境、住宅環境、交通環境、景観の保護とか種々問題があり、最終的に「ごみ減量」を取り組もうと決定しました。

 大阪狭山市の広報誌でもごみ減量についての報道をしていますが、南河内地区市町村の中で、ここ数年、1人当たりのごみ排出量が一番多く、現実にはごみ減量が出来ていませんでした。大阪狭山市のごみ排出量の推移を見ますと少しずつ右肩下がりで減少はしています。昨年は、ワースト1から脱出できると期待していたのですが、残念ながら実現しませんでした。今年こそは？？？と考えています。

 　ごみを出すのは市民です。一人一人が、積極的に環境保全の施策に参画していく時だと思いました。「もったいない精神」で生活を心がけ、物を大切に使いごみ減量に取り組まなければならないと考えています。大量生産・大量消費・大量廃棄というシステムに支えられて､良い快適な生活で、便利な生活を享受してきました。資源の枯渇、地球温暖化など種々な障害をもたらせており、環境の負荷の少ない循環型社会への転換を迫られています。
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